
 

 

 

 

 

 

 

           

はじめに 
 

「どこに定住するか？を選ぶ権利は住民にある。魅力的でない

市には移住・定住しない。」ことを念頭に，さらなる笠岡の魅力

づくりや，楽しいことが継続的に起こってくるような仕組みが必

要であるとの認識のもと，笠岡市は定住促進ビジョンの大局的デ

ザインを刷新しました。 
 

  日本の人口は 2008 年から減少に転じ，今後，人口減少が加速

度的に進み，全国約半数の自治体が消滅してしまう可能性がある

といわれています。国は，急速な少子高齢化の進展や人口減少に

歯止めをかけようとし，平成 26 年 11 月に「まち・ひと・しご

と創生法」を施行等しました。笠岡市では，平成 27 年８月に

「笠岡市人口ビジョン，笠岡市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」（以下，「総合戦略」という。）を策定しました。 
 

「まち」や「しごと」を創造する原動力は「ひと」です。「ひ

と」とは，市職員のみならず，民間企業や団体職員，市民全体，

市外から笠岡を思う人すべてを指します。笠岡市の人口が５万人

を割った今こそ，「ひと」が一丸となって地域づくりの意識を高

く持ち，先人が築いた笠岡市の強みを活かし，弱みを克服する取

り組みを打ち出し，他の市町村より際立つ個性ある笠岡を創って

いく必要があります。 
 

その個性が「笠岡市に対してより深い愛着と誇りを持ち，笠岡

市に関心を持つ」ことにつながり，同時に，その「個性が他地域

から見た魅力となり，来訪者を惹きつける」よう，我々はその魅

力を情報発信していきます。 
 

誰もが「だから、笠岡で暮らしたい。」と感じ，若者が次代を

受け継いでいく持続可能な「笠岡づくり」を推進していきます。 

 



 

 

Ⅰ 現状認識と人口目標  ※詳細は総合戦略参照 

１ 過去の人口動態 

過去の人口動態を見ると，平成２年の樽型の形が，ふくらみの部分が次

第に上昇し，平成 22 年には逆三角形に近い形に変形しています。これは，

高齢者と若者の数のバランスが崩れてきていることを表しており，今，笠

岡市の若者を増やしていかなければならないことが分かります。 

 

 

笠岡市の人口ピラミッド 

 

 

２ 将来の人口動態 

笠岡市では，若年層を増やしていくことにより，笠岡市の総人口は減

少しても，社会が維持できるような望ましい人口構成を実現する施策を展

開していかなければなりません。総合戦略は，2040 年には約４万１千

人，2060 年には３万５千５百人となり，その後 2100 年には，約３万

２千人まで減少しますが，これ以降はほぼ同水準で推移する計画です。 

 

 
  

  

笠岡市の未来の人口ピラミッド（笠岡市人口ビジョンの試算）  



 

 

３ 平成 27～28 年度の人口動態 

社会動態（転入・転出者数）をみると，平成 27 年度は 262 人，平成

28 年は 441 人の転出超過です。平成 24 年～27 年までの 200～300

人程度の転出超過のトレンドが，平成 28 年度は大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会動態（性別・年齢区分別）をみると，男女ともに若い世代の転出

超過が顕著です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入・転出者数の推移 
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※出典：人口移動報告 （総務省公表）  

 

男性の年齢区分別転出超過数（平成 27・28 年） 
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女性の年齢区分別転出超過数（平成 27・28 年） 



 

 

４ 人口目標 

上位計画である総合戦略の目標は，その実施期間である平成 31 年度

末に転入転出±０の社会動態を目指しています。また，婚姻率１割上昇，

希望出生率である 1.9（婚姻率１割上昇と併せて 2.09）を目標に掲げ，

平成 31 年度末までに合計特殊出生率を 1.54 に，20～39 歳女性の婚姻

率を 2.88‰にすることを目指しています。 

本ビジョンの目標は総合戦略と同一目標とし，ビジョン（Plan）を実

行し（Do），人口動態や各種事務事業を毎年度検証（Check）し，次年

度のビジョン改訂（Action）に活かす，ＰＤＣＡサイクルを実行してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第６次笠岡市総合計画における人口目標 （単位：人）

※H24.7から住民基本台帳法改正により，外国人を加えている。

○笠岡市人口ビジョンの人口目標 （単位：人）

H24 H25 H26

笠 岡 市
人口推計

当 初 推 計 55,237 54,555 53,872 53,189 52,507

項 目 目標・実績 H20 H21 H22 H23

51,771 51,036

総合計画人口ﾌﾚｰﾑ 55,237 54,555 54,072 53,613 53,227 52,858 52,552

52,273 51,627

総合計画人口ﾌﾚｰﾑ

と実績の差
△ 118 128 △ 91 △ 374 △ 410 △ 585 △ 925 

実 績 55,119 54,683 53,981 53,239 52,817

△ 136 △ 169 △ 156 

実 績 △ 380 △ 306 △ 387 △ 468 △ 435 △ 423 

総合計画人口ﾌﾚｰﾑ △ 282 △ 133 △ 159 

△ 440 

社会動態人口
年間増減数

目 標 △ 400 △ 350 △ 300 △ 250 △ 200 △ 150 

自然動態人口
年間増減数

△ 121 △ 206 

項 目 目標・実績 H27 H28 H29 H30 H31

実 績 △ 421 △ 130 △ 315 △ 274 △ 285 

49 ,015

実 績 50,897 49,996
笠 岡 市
人口推計

人 口 目 標 51,010 50,436 49 ,912 49 ,438

人口目標と実績の差 △ 113 △ 440 

社会動態人口
年間増減数

目 標 △ 200 △ 150 △ 100  

自然動態人口
年間増減数

目 標 △ 417 △ 424 △ 424  △ 424 △ 423  

実 績

△ 50 0  

実 績 △ 301 △ 400 

△ 429 △ 501 

1 .54

実 績 1.28

合計特殊
出 生 率

目 標 1.54 1.54 1 .54 1 . 54

2 .88‰

実 績 2.50‰ 2.48‰

20～39歳女性
の婚姻率

目 標 2.88‰ 2.88‰ 2 .88‰ 2.88‰

 【人口目標】 

 平成 31 年度末までに次の 3 点を達成し，49,000 人を維持する。 

  ① 社会動態人口の年間増減数 H28：△400 人 → H31：０人 

  ② 合計特殊出生率 H27：1.28 → H31：1.54 

  ③ 20～39 歳女性の婚姻率 H28：2.48‰ → H31：2.88‰ 

         （年間婚姻数 H28：125 件 → H31：145 件） 



 

 

Ⅱ 定住促進戦略 

１ 基本理念 

笠岡市は，上位計画である総合計画や総合戦略に則り，「持続可能性」

「笠岡の強みを活かし，弱みを克服する」「若者・特に女性の住みやすさ」

をキーワードに，市民と協働で定住促進施策を戦略的に進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「消滅可能性」の対極をなす言葉は「持続可能性」です。今

日，国連において持続可能な開発は「環境，社会，経済の総合

的な発展」であるとされており，この考え方は，我が国と同様

に成熟社会にあるＥＵ諸国をはじめ，世界各国に浸透・定着

し，様々な施策が展開されています。 

笠岡市においても，市民一人ひとりが住みやすさを感じ（住

みよい環境），人の繋がりに喜びを抱き（良好な社会），仕事

にも満足感が得られる（経済活動が活発な）まちでなければ，

持続可能な笠岡づくりは達成できません。このような，環境

（まちづくり），社会（ひとづくり），経済（しごとづくり）

の調和の下，現世代のニーズを満たしつつ，将来の世代のニー

ズにも繋げていく「笠岡づくり」を目指します。 

持 続 可 能 性   
 

 

「総合戦略」では，海・島・山に囲まれた良好な自然空間，

港町・寺町といった歴史や伝統文化，交通や立地条件，笠岡湾

干拓地や笠岡港など，先人が築いた笠岡の強みを活かした政策

を推進しています。また，若者（特に若年女性）の人口が減少

している脅威を克服していく取り組みを進めています。 

本ビジョンにおいても，総合戦略の主旨に則り，笠岡の個性

が魅力となり，若者をはじめとする来訪者を惹きつけるような

取組を推進するとともに，時代を先取りした新たな暮らしを提

案するなどし，市民一人ひとりが「ずっと住み続けたい」と感

じ，来訪者が「住みたい」と思うような「笠岡づくり」を進め

てまいります。 

笠岡の強みを活かし，弱みを克服する



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

いくら出生率を引き上げる施策などを行っても，若年女性の

市外流出によるマイナス効果がそれを上回ると，人口減少に歯

止めがかかりません。持続可能な笠岡であるためには，若者が

笠岡に定住する「若者，特に女性の住みやすいまち」でなけれ

ばなりません。このため，笠岡にある既存の資産を有効に活用

し，若者，特に女性の意見を取り入れながら，若者の感性やト

レンドをつかみ，「楽しみ」や「ワクワク感」が持続する政策

を展開します。その手段として，若者会議や官民連携を進めて

いきます。 

若者・特に女性の住みやすさ  



 

 

・持続可能性 

・強みを生かし，弱みを克服する 

・若者・特に女性の住みやすさ 

笠岡づくりに必要な理念 

２ 基本方針と基本施策 

笠岡市は，風光明媚な自然空間，歴史，伝統文化に恵まれていること，

広大な笠岡湾干拓地や港町工業団地を有すること，集客力のある道の駅を有

すること，JR 山陽本線，山陽自動車道，国道２号，国道２号バイパスとい

った主要幹線が充実していることなどを「笠岡の強み」として，積極的に外

部に打ち出すとともに，弱みである若者の数を増加することに重点を置きな

がら，定住促進施策を推進することを基本方針とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上位計画 
笠岡市総合計画，笠岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略  

笠岡市定住促進ビジョン 

『 だから、笠岡で暮らしたい。』 

【基本施策】 

○ 便利なまちづくり 
○ 自然環境に恵まれるなど，多様な 

ニーズに応じた住環境の充実 
○ 地域住民が参画するまちづくり 

基本方針１ 

住む環境（まち）を良好にする 

【基本施策】 

○ 地域住民による持続可能なまちづくり 
○ シティープロモーションの強化 
○ 結婚･妊娠･出産･子育て･教育の希望を

かなえる 

基本方針２ 

社会（ひと）のつながりを高める 

【基本施策】 

○ 経済活性化と雇用促進 
○ 起業支援 
○ 地場産業等の育成 

基本方針３ 

経済的価値（しごと）を高める 



 

 

 

基本方針１ 住む環境（まち）を良好にする 

 
全国規模で人口減少が急激に進んでいることを鑑み，今後 10 年，20

年先を見据え，若者に魅力があり，ひとが一定程度集まって住み，そこ

に必要な都市機能と公共サービスが集中（徒歩や自転車の交通圏内）す

るような定住環境を徐々に整えていく検討が必要です。また，団塊世代

が後期高齢者を迎える 2025 年に備え，『健康寿命の延伸に効果のある

「歩くこと」や「人と交流すること」』が普段の生活の中で行えるよう

な住環境を整えていく必要があります。さらに，大都会の住民が自分ら

しい暮らしを地方に見出し，地方に移住する「田園回帰」が起きており，

このトレンドを絶好のチャンスととらえながら住環境を整えていく必要

があります。その際には，厳しい笠岡市の財政事情の中，新たな建築に

依存しすぎず，既存施設を上手く使っていかなければなりません。 
 

 「住む環境（まち）を良好にする」ため，笠岡市は， 
 
① 移動距離の短縮化による徒歩や自転車の利用促進・健康増進，都

市機能の利便性向上による便利な環境づくり 
 

② 交通手段を持たない高齢者の交通利便性等を向上し，外出を楽し

みながら生活を送ることができる環境づくり 
 

③ 若者，特に女性に魅力のある環境づくり 
 
④ 新規施策の導入や民間連携の推進による，ひとの生活スタイルの

多様化に対応した環境づくり 
 

⑤ 福山や岡山・倉敷の通勤利便性，海や山の見える景観機能といっ

た地域資源をフル活用した，笠岡に住む魅力の情報発信 
 

⑥ 空き資源のフル活用 
 

⑦ 公共施設等総合管理計画の推進，未利用の施設や土地の民間移転 
 

 を基本に，市民と協働で施策を推進していきます。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本施策 説    明 

 

便 利 な ま ち づ く

り 

 

・JR 笠岡駅周辺等の DID 区域は笠岡市の「顔（シン

ボル）」「交通拠点」「人の交流拠点」として段階

的に整備していきます。生活の利便性や健康寿命延

伸を考慮に入れた「歩いて暮らせるまちづくり」を

コンセプトに整備を進めます。（主に①，②，④，⑤に関連） 

・上記以外の地域では，拠点整備等を通じて地域の価

値を見出し，地域の強みを掘り下げる取り組みを推

進していきます。（主に④，⑤，⑥に関連） 

・その際，厳しい笠岡市の財政事情を鑑み，新たな建

築に依存しすぎず，既存施設を上手く使うことも考

えます。（主に⑥，⑦に関連） 

 

 

自 然 環 境 に 恵 ま

れ る な ど ， 多 様

な ニ ー ズ に 応 じ

た住環境の充実 

 

・風光明媚な島・海・山といった景観，年間約 90 万

人が来訪する笠岡湾干拓地の景観，田園空間，カブ

トガニをはじめとする動植物の保護・保全などに取

り組みます。（主に③，④に関連） 

・住宅の新築，賃貸住宅，中古住宅の取得，空き家バ

ンクの活用など，市民の幅広いライフスタイルに合

う住宅環境の整備を促進します。（主に④，⑥に関連） 

・さらに，民間の分譲地開発が滞っているため，活用

頻度の低い市有地については住宅用地等として提供

します。（主に⑥，⑦に関連） 

 

 

地 域 住 民 が 参 画

するまちづくり 

 

・まちの姿を描くにあたり，計画の段階から市民に参

画していただき，子ども，高齢者など社会的弱者に

配慮し，市民参画型のまちづくりを推進します。 

（主に①～⑥に関連） 

・また，地域住民の交流・拠点施設は，自らの地域に

楽しみと誇りが持てるよう，住民が主体となれるよ

う支援します。（主に①～⑥に関連） 

 



 

 

基本方針２ 社会（ひと）のつながりを高める 

 
「住みやすい地域づくり」の形成には，地域に暮らす「ひと」がまちづ

くりに積極的に関わることが有効です。市民自らが行うまちづくりにより，

地域に対するより深い愛着と誇りを持つことができりとともに，外出や対

話の機会が増えることにより，長い目で見ると健康に良い影響が見込まれ

ます。平素から地域の絆を大切にし，共助や互譲の精神で住民同士がつな

がりを持ち，将来像など目的を共有することが「笠岡づくり」の基本とな

ります。 

まちづくりは人づくりといわれるように，市民の地域への関わりが笠岡の

姿になってくることから，笠岡市は市民や各種団体との協働によるまちづ

くりを推進していかなければなりません。 

また，笠岡市としては，「市民一人ひとりが個性を発揮し，夢と希望を

持って暮らせるまち」の実現を目指し，結婚・妊娠・出産・子育て・教育

の希望をかなえるための切れ目ない支援を続けていかなければなりません。 
 

 「社会（ひと）のつながりを高める」ため，笠岡市は， 
 

① 市民自らによる，各地域の特色を生かした地域の将来像を描き（地
域ごとの暮らしのデザインづくり），地域住民が手を取り合うよう

な取り組みを通じた「ひと」のつながり 
 

② 地域のストーリー・歴史・伝統文化の読み解きと情報発信 
 

③ 結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる市役所等による切れ目

ない支援や，市民や企業などによる地域ぐるみで子どもを育てる意
識の醸成 
 

④ 子どもが多様な人や考えにふれ，認め合い，協力し合い，切磋琢磨
することを通じて一人ひとりの資質や能力を伸ばす環境づくり 
 

⑤ 市職員や市民を含めた「ひと」が，急激な人口減少の危機を認識し，

克服するために協働する・改革するといった意識の醸成【※】 
 

を基本に，市民と協働で施策を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「ひと」の意識改革 

平成２９年３月末で人口が５万人を割り込んだことを受けて，人口減少に対応
した新たな行政運営が求められていることから，市職員は時代や市民意識の変化
を的確にとらえ，その変化に柔軟に対応していかなければなりません。そのため
に『前例踏襲から 前例を創る』へシフトチェンジしていく必要があります。 

市職員一人ひとりが意識を改革し，これまでのルールや制度に基づく行政が主
体の「行政運営」ではなく，市民，各種団体，企業などにまちづくりの主役とし
て積極的に参画してもらい民間活力を導入しながら，業績・成果に基づく「行政
経営」に転換していくことで，笠岡市はさらに魅力的なまちへと変わっていくは
ずです。 

『前例踏襲から前例を創る』へ 
『行政運営から行政経営へ転換する』 
『業務の本質をとらえ，自ら考え，楽しんで仕事する』 
『業務の効果を，笠岡市のイメージアップ，市民満足度の向上につなげる』 
『市民目線を持ち，市民との協働，民間活力の導入を意識する』 
『笠岡の魅力・価値を再認識し，将来に明るい展望を持つ』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本施策 説    明 

 

地域住民による

持続可能なまち

づくり 

 

・各地域が将来にわたり安定的に発展していくため，

地域住民自らが「地域まちづくり計画」などの将来

像を描き，自らの力で実現させる仕組みづくりを推

進します。（主に①に関連） 

・住民主体のまちづくりにおいては，次代を担う若者

の参加を促進していきます。（主に⑤に関連） 

・移住者や多様な世代，様々な職業・経歴など多様な

「ひと」の参画を促し，地域住民がよそ者を受け入

れやすい柔軟な風土を築いていきます。 

（主に①，⑤に関連） 

 

シ テ ィ ー プ ロ モ

ーションの強化 

 

・市内外に対し笠岡市の特徴を広報することで，その

魅力や価値を印象付け，市民に対しては「愛着」や

「誇り」を醸成し，市外に対しては「知名度」や

「認知度」を高めていきます。（主に②に関連） 

 

 

結 婚 ・ 妊 娠 ・ 出

産 ・ 子 育 て ・ 教

育 の 希 望 を か な

える 

 

・少子化対策として，婚活イベントを充実するととも

に，結婚に結びつくきめの細かい結婚相談を推進し

ます。（主に③に関連） 

・核家族化が進展し親の子育ての負担感が大きい中，

安心して子育てができ，希望する子どもが持てるよ

うに，子育て環境の充実を図ります。（主に③に関連） 

・子育て世代の孤立化を防ぐため，市民や企業など地

域ぐるみで子どもを育てる意識を高め，子育てしや

すいまちを目指します。（主に①，③，④に関連） 

・子どもが多様な人や考えにふれ，認め合い，協力

し，切磋琢磨することを通じ，学力の向上，豊かな

心の育成，滑らかな接続，さらに健やかな体を持つ

子どもの育成を推進します。そのために，学校規模

の適正化や小中一貫教育を推進します。（主に④に関連） 

・笠岡の歴史や文化，先人の営みなど子どもたちが郷

土愛を育む地域学を推進します。（主に②に関連） 

 



 

 

 

基本方針３ 経済的価値（しごと）を高める 

今，笠岡湾干拓地におけるアジア最大級の次世代型施設園芸施設の起業

や，港町工業用地への企業誘致が順次決まっています。これにより約 300

億円の投資と 400 人に上る雇用が見込まれており，今まさに笠岡市が活

気づいています。さらに，国道２号バイパスが完成すると，笠岡市から倉

敷市の中心部までの所要時間が約 20 分にまで短縮され，倉敷市と福山市

の中核都市と井笠圏域を合わせた 100 万人を超える経済圏の中心にある

笠岡市は，経済成長を高く遂げる可能性を秘めています。 

市民が豊かな生活を送るために，経済成長は欠かせません。笠岡市への

転入者を増やすため，より効率的・効果的な企業誘致を推進していかなけ

ればなりません。また，自分の能力を生かした働き方ができ，チャレンジ

する若者を呼び込み創業する環境を整えるなど，起業支援を推進していか

なければなりません。併せて，女性が社会に出て活躍できる環境も整えて

いかなければなりません。 
 

「経済的価値（しごと）を高める」ため，笠岡市は， 
 

① 企業誘致，起業支援等の推進（産業連関表等に基づく構造分析に
よる経済波及効果の高い産業や雇用効果の大きい産業に着目，支

援制度の充実等） 
 

（参考）経済波及効果の大きい産業：畜産，食料品 

雇用波及効果が大きい産業：食料品，宿泊 

稼ぐ力の大きい産業：鉄鋼，プラスチック・ゴム 

所得創出の大きい産業：運輸・郵便，医療・保険  等 
 

② 災害が少なく良好な立地条件，笠岡市の起業支援政策，利便性の
高いアクセス（国道２号バイパス整備等）など経済的な優位性の

情報発信 
 

③ 「大都会から田園回帰」の潮流が，若者の地方移住・定住のき

っかけとなっていることをチャンスと捉え，「食と農」に関心

を持つ若者をターゲットに，笠岡の特徴を生かした農業の新し

い働き方を提案し，しごとにつなげる 
 

④ 近隣自治体や関係団体と連携した観光振興 
 

⑤ 地域経済を牽引していく新たな企業立地エリアの検討，テレワ

ーク等を想定した空き資源を活用できる体制づくり 
 

を基本に，市民と協働で施策を推進していきます。 

 

 



 

 

 

 

基本施策 説    明 

 

経 済 活 性 化 と 雇

用促進 

 

 

 

・企業誘致，起業支援等を推進する。その際，産業連

関表等に基づく構造分析により，経済波及効果の高

い産業，雇用効果の大きい産業に注目し，多様な業

種・職種の雇用を拡大して就職・転職における選択

肢を広げていきます。（主に①に関連） 

・「食と農」への関心が高まる中，農業・漁業を移住

者や若者などの雇用の場として位置づけ，植物工場

など次世代型施設園芸や農家レストランなど，稼ぐ

産業としての振興を図ります。（主に③に関連） 

・市内をはじめ近隣市町と連携し多彩な観光資源をつ

なぐことにより，国民はもとよりインバウンドをタ

ーゲットとした観光振興を図ります。（主に④に関連） 

 

 

起業支援 

 

・ＩＣＴ環境が整っている笠岡の強みを生かし，ネッ

トオフィス型テレワークの推進なども視野に入れ，

関係機関と連携し，若者の起業促進などを通じ，地

域経済を活性化します。（主に⑤に関連） 

・起業後の経営が安定するよう，各支援制度が利用し

やすい体制を構築します。（主に①に関連） 

 

 

地 場 産 業 等 の 育

成 

 

・地場産業等の活性化を図るため，補助金（畜産・酪

農収益力強化整備等特別対策事業等）活用，関係機

関との連携した経営改善・技術開発，人材のマッチ

ングなどにより，経営規模の拡大を支援するほか，

経済波及効果が高いコネクターハブ企業を育成し，

地域経済の牽引を図ります。（主に①，④に関連） 

・また，地場産業等を維持し成長させていくため，後

継者に悩む事業者と起業を目指す移住者などに引き

継ぐ継業を支援し，地域経済の成長を図ります。 

（主に①，③に関連） 

 


